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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 533 △7.8 △31 － △42 － △43 －

2022年３月期第１四半期 579 22.7 △162 － △204 － △205 －

（注）包括利益 2023年３月期第１四半期 △43百万円（－％） 2022年３月期第１四半期 △205百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第１四半期 △1.00 －

2022年３月期第１四半期 △6.16 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期第１四半期 1,274 968 73.9 20.62

2022年３月期 1,271 469 36.0 12.40

（参考）自己資本 2023年３月期第１四半期 942百万円 2022年３月期 458百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2023年３月期 －

2023年３月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,076 45.5 △36 － △52 － △52 － △1.15

１．2023年３月期第１四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期１Ｑ 45,684,600株 2022年３月期 36,944,500株

②  期末自己株式数 2023年３月期１Ｑ －株 2022年３月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期１Ｑ 43,143,967株 2022年３月期１Ｑ 33,339,102株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は経済状況・為替の変動等にかかわるリスクや不確定要因により記載の

予測数値と異なる可能性もあります。尚、業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等に

ついては、添付資料２ページ「当四半期決算に関する定性的情報」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において、判断したものであります。

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における日本経済は、新型コロナウイルス感染症拡大によるリスクが依然として存在す

るものの社会活動における制限は緩和される状況にあり、経済活動が徐々に改善してまいりました。しかしながら、

ウクライナ情勢の長期化や円安による原材料価格の高騰による物価高等先行き不透明な状態が続いております。

そのような状況の中、当社グループでは、2022年４月８日に「新中期経営計画」を策定し、競争優位性のあるプロ

ダクトの開発と事業と人材を創造する会社に生まれ変わり、安定的収益を確保し、売上至上主義の経営から利益至上

主義の経営を目指し事業を進めてまいりました。

しかしながら、資金調達と経費削減により資金を創出し、新規商品を開発して新たな市場に投入することで、成長

を図っておりますが、当第１四半期連結累計期間においては、それらの施策の効果が表れるのには時間を必要とする

状況にあります。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高533,780千円（前年同四半期比45,811千円減）、営

業損失31,868千円（前年同四半期は162,041千円の営業損失）、経常損失42,865千円（前年同四半期は204,716千円の

経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失43,297千円（前年同四半期は205,384千円の親会社株主に帰属する四

半期純損失）となりました。

なお、当第１四半期連結会計期間より、新中期経営計画の策定に伴い、従来「通信販売事業」及び「その他事業」

としていた報告セグメントの名称を「コスメ・ビューティ＆ウエルネス事業」、「サスティナブル・再生医療関連事

業」に変更しております。この変更はセグメント名称の変更であり、セグメント情報に与える影響はありません。前

第１四半期連結累計期間のセグメント情報についても変更後の名称で記載しております。

（コスメ・ビューティ＆ウエルネス事業）

コスメ・ビューティ＆ウエルネス事業につきましては、コスメ商品について新商品を開発して新たな市場へ販売を

開始し、また著名人と共同開発のビューティ＆ウエルネス商品についても新商品を開発しましたが、広告投資を抑え

たことにより、売上高533,780千円（前連結会計年度比46,614千円減）、営業利益12,435千円（前連結会計年度は

124,313千円の損失）となりました。

（サスティナブル・再生医療関連事業）

サスティナブル・再生医療関連事業につきましては、微細藻類由来の研究用原料の研究開発等に係る費用により、

営業損失17,028千円（前連結会計年度は12,285千円の損失）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は1,175,897千円となり、前連結会計年度末に比べ7,846千円増加い

たしました。これは主に、受取手形及び売掛金が51,920千円増加し、商品及び製品が32,056千円増加し、現金及び預

金が173,942千円減少し、未収入金が41,177千円減少したことなどによるものです。

固定資産は99,058千円となり、前連結会計年度末に比べ4,743千円減少いたしました。

この結果、総資産は1,274,955千円となり、前連結会計年度末に比べ3,103千円増加いたしました。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は306,948千円となり、前連結会計年度末に比べ495,216千円減少い

たしました。これは主に、買掛金51,171千円の増加したものの、短期借入金500,000千円の減少、未払金41,785千円

減少などによるものです。

この結果、負債合計は306,948千円となり、前連結会計年度末に比べ495,216千円減少いたしました。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は968,006千円となり、前連結会計年度末に比べ498,319千円増加

いたしました。これは第三者割当増資の払込み及び新株予約権の行使により、資本金及び資本剰余金がそれぞれ

263,598千円増加した一方で、親会社株主に帰属する四半期純損失43,297千円を計上したことによるものです。

この結果、自己資本比率73.9％（前連結会計年度末は36.0％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年３月期の第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、2022年５月13日に公表にいたし

ました業務予想から修正を行っておりません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 345,477 171,535

受取手形及び売掛金 142,250 194,170

商品及び製品 517,047 549,103

原材料及び貯蔵品 67,629 61,733

未収入金 41,228 50

その他 82,788 202,009

貸倒引当金 △28,370 △2,705

流動資産合計 1,168,050 1,175,897

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 31,291 31,759

減価償却累計額及び減損損失累計額 △21,121 △21,303

建物及び構築物（純額） 10,169 10,456

機械装置及び運搬具 35,950 35,950

減価償却累計額及び減損損失累計額 △15,391 △17,505

機械装置及び運搬具（純額） 20,558 18,444

工具、器具及び備品 143,650 144,180

減価償却累計額及び減損損失累計額 △139,127 △139,723

工具、器具及び備品（純額） 4,523 4,456

有形固定資産合計 35,251 33,357

無形固定資産

のれん 37,568 34,885

ソフトウエア 42 34

その他 906 851

無形固定資産合計 38,517 35,771

投資その他の資産

長期未収入金 348,720 361,406

敷金及び保証金 29,360 29,323

その他 672 605

貸倒引当金 △348,720 △361,406

投資その他の資産合計 30,032 29,929

固定資産合計 103,801 99,058

資産合計 1,271,851 1,274,955

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

- 3 -

パス株式会社(3840)　2023年３月期第１四半期　決算短信



（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 91,873 143,044

短期借入金 500,000 －

未払金 150,470 108,684

未払法人税等 2,786 432

賞与引当金 13,781 7,094

その他 43,252 47,692

流動負債合計 802,165 306,948

負債合計 802,165 306,948

純資産の部

株主資本

資本金 599,133 862,732

資本剰余金 1,458,643 1,722,242

利益剰余金 △1,599,419 △1,642,717

株主資本合計 458,357 942,257

新株予約権 11,329 25,748

純資産合計 469,686 968,006

負債純資産合計 1,271,851 1,274,955
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年６月30日)

売上高 579,592 533,780

売上原価 296,436 266,837

売上総利益 283,155 266,942

販売費及び一般管理費 445,197 298,811

営業損失（△） △162,041 △31,868

営業外収益

受取利息 11 0

為替差益 84 －

その他 79 4

営業外収益合計 175 4

営業外費用

支払利息 － 1,027

株式交付費 42,814 9,914

その他 36 58

営業外費用合計 42,850 11,000

経常損失（△） △204,716 △42,865

税金等調整前四半期純損失（△） △204,716 △42,865

法人税、住民税及び事業税 668 432

法人税等合計 668 432

四半期純損失（△） △205,384 △43,297

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） － －

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △205,384 △43,297

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年６月30日)

四半期純損失（△） △205,384 △43,297

四半期包括利益 △205,384 △43,297

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △205,384 △43,297

非支配株主に係る包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

１．配当に関する事項

該当事項はありません。

２．株主資本の金額の著しい変動

　当第１四半期連結累計期間において、新株予約権の行使により資本金が179,835千円、資本剰余金が

179,835千円増加しております。

　この結果、当第１四半期連結会計期間末において資本金が512,229千円、資本剰余金が1,371,738千円とな

っております。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

１．配当に関する事項

該当事項はありません。

２．株主資本の金額の著しい変動

　当第１四半期連結累計期間において、第三者割当増資の払込み及び新株予約権の行使により資本金が

263,598千円、資本剰余金が263,598千円増加しております。

　この結果、当第１四半期連結会計期間末において資本金が862,732千円、資本剰余金が1,722,242千円とな

っております。
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報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２

コスメ・ビューティ
＆ウエルネス事業

サスティナブル・
再生医療関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 580,394 － 580,394 △802 579,592

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － －

計 580,394 － 580,394 △802 579,592

セグメント損失（△） △124,313 △12,285 △136,599 △25,442 △162,041

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２

コスメ・ビューティ
＆ウエルネス事業

サスティナブル・
再生医療関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 533,780 － 533,780 － 533,780

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ 200 200 △200 －

計 533,780 200 533,980 △200 533,780

セグメント利益または損

失（△）
12,435 △17,028 △4,593 △27,275 △31,868

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

（注）１.セグメント損失の調整額は、報告セグメントに帰属しない一般管理費及びセグメント間取引消去等によるもの

であります。

２.セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2022年４月1日　至2022年6月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

（注）１.セグメント損失の調整額は、報告セグメントに帰属しない一般管理費及びセグメント間取引消去等によるもの

であります。

２.セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

当社グループは、「通信販売事業」を単一の報告セグメントとしており、「その他事業」については重要

性が乏しいため記載を省略しておりましたが、「その他事業」の量的重要性が増したため、報告セグメン

トを前連会計年度末より「通信販売事業」及び「その他事業」に変更しております。このセグメント変更

に伴い、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第１四半期連結累計期間における報告セグメ

ントの区分により、表示しております。

（報告セグメントの名称の変更）

当第１四半期連結会計期間より、新中期経営計画の策定に伴い、従来「通信販売事業」及び「その他事

業」としていた報告セグメントの名称を「コスメ・ビューティ＆ウエルネス事業」、「サスティナブル・

再生医療関連事業」にそれぞれ変更しております。

この変更はセグメント名称の変更であり、セグメント情報に与える影響はありません。なお、前第１四半

期連結累計期間のセグメント情報についても変更後の名称で記載しております。
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３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等について

当社グループは、前連結会計年度において、営業損失681,607千円、親会社株主に帰属する当期純損失745,991千

円、営業活動によるキャッシュ・フローの赤字835,560千円を計上し、当第１四半期連結累計期間においても営業

損失31,868千円、親会社株主に帰属する四半期純損失43,297千円を計上したことから、継続企業の前提に重要な疑

義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

当社は、このような状況を解消するために、以下の対策を講じてまいります。

①　利益至上主義の経営

当社グループでは、競争優位性のあるプロダクトの開発、独自性継続性のある事業、そしてそれを担う人材の

創造を強みとした事業展開により安定的収益を確保し、売上至上主義の経営から利益至上主義の経営を目指して

まいります。また、M&Aによる投資機会があった場合には、既存事業の収益性向上を考慮し、投資を行います。

また、投資機会が当社グループの非関連事業の場合においても、相当の収益性が見込まれる場合には投資を行っ

てまいります。

②　販売チャネルの開拓とチャネル別の顧客ニーズを考慮した新商品開発

当社グループでは、美と健康を事業領域として定め、化粧品販売において新たな販売チャネルを開拓してまい

ります。また、販売チャネル別の新商品開発を行い、エステティックサロン及び美容サロンへの販売やECサイト

及び定期便によるダイレクトマーケティングでの販売による安定的収益基盤を構築してまいります。コロナ禍に

よる企業のリモートワークや外出自粛を余儀なくされるということが影響し、当社主力商品であるベースメイク

商品群の市場は縮小傾向にあることから、拡大傾向にあるスキンケア市場の商品群の開発を更に進め、2024年度

にはスキンケアの売上構成比を50％まで引き上げ商品回転率をあげることにより、収益性の改善を図るととも

に、顧客ニーズにあった商品を市場に投入してまいります。

③　ビューティ＆ウエルネス商材の拡充

当社グループでは、これまでビューティ＆ウエルネス商材を投入し、新たな需要を取り込み、テレビショッピ

ングにおいて需要が見込まれるビューティ家電、ウエルネス家電、フィットネス器具、健康雑貨の商品開発を独

自マーケティングにより行い競争優位性のある商品を拡充してまいります。

④　微細藻類由来の希少原料の開発、販売及びサスティナブル事業への投資

当社グループは、美と健康に関わる微細藻類由来の希少原料である「フコキサンチン」の開発と販売を行なっ

ております。微細藻類の培養時には、光合成によりCO2（二酸化炭素）と水から酸素を発生させることに着目

し、微細藻類によるCO2削減を目的とした培養設備の投資を行い、CO2削減のバイオリアクターとして企業に提供

し、世界的な課題となっているカーボンニュートラルを目指し、サスティナブルな社会に貢献してまいります。

⑤　ヒト由来化粧品原料の販売及び再生医療関連事業への投資

当社グループは、当社代表取締役 高橋勇造が開発経験及び販売実績のある再生医療関連事業でのヒト由来化

粧品原料の販売、自動細胞培養装置の開発をすすめ、再生医療市場に参入してまいります。

機能性が高く、高額な原料として取引され化粧品業界では認知されているヒト由来化粧品原料の販売を行うに

あたり細胞培養設備への投資をしております。

また、自動細胞培養装置は、2023年中の完成を目指し、国内外の医療関連機関等を対象に販売してまいりま

す。

⑥　経費削減

広告及び販促活動の効果を見極め、非効率な広告・販促投資を控えることにより、販売費の削減や、収益に悪

影響を与えるその他の経費の見直しを行い、またグループシナジーによりクロスチャネル効果を実現し、売上高

に対する販売管理費率50％を目指してまいります。

⑦　財務基盤の強化

当社グループでは、従来からの経営課題の一つでもある財務基盤の強化ために、2022年４月には第三者割当増

資による新株式及び第12回新株予約権を発行し、資金調達を実現いたしました。

今後も、手元流動性を確保して安定的な事業運営を行うとともに、中長期にわたる成長を見込んだ投資を行え

るような財務基盤を確立してまいります。

以上のような対応策を実施していることから、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないものと判

断しております。
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